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Title 

Quick accomplishment and responsiveness were associated with a lower risk of mortality from cardiovascular 

disease among Japanese older men: the Japan Collaborative Cohort Study 

（循環器疾患死亡と行動特性としての"Quick accomplishment"と"Responsiveness"の関係性の検討

：JACC研究） 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

Quick accomplishment（迅速に仕事を完遂する特性）やResponsiveness（迅速な意思決定を行う特性）は、時間管

理に関する行動特性であり、「時間を有効に使っている」という肯定的な心理状態と関係する。近年、肯定的な心

理状態が循環器疾患（CVD）と関連することが示唆されているが、時間管理特性とCVD死亡との関連を検討した研究

は少ない。そこで本研究では、日本人の成人男女を対象とした前向きコホートを用いて、Quick accomplishmentお

よびResponsivenessとCVD死亡リスクとの関連を明らかにすることを目的とした。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

本研究は、1988〜1990年に開始されたJACC Study（Japan Collaborative Cohort Study for Evaluation of 

Cancer Risks）のデータを用いた。ベースライン時にがんまたはCVDの既往がある者、問診票で時間管理特性のデ

ータが欠損していた者を除外し、最終的に75,049名（男性30,901名、女性44,148名）を解析対象とした。Quick 

accomplishmentおよびResponsivenessは自記式問診票により評価し、それぞれの有無で二群に、さらに組み合わせ

によって四群に分類した。CVD死亡リスクについて、年齢や生活習慣などを調整したCox比例ハザードモデルによ

り、性別および年齢層別にハザード比（HRs）と95％信頼区間（CIs）を算出した。調整因子には年齢・BMI・高血

圧,糖尿病既往・喫煙・飲酒・運動習慣・歩行習慣・学歴・雇用状況・ストレス・いきがい・人生を楽しむ・怒り

やすいを使用した。追跡は2009年末まで行われ、CVD死亡はICD-10コード（I01–I99）に基づいて分類された。 

多変量調整後、Quick accomplishmentは女性においてCVD死亡リスクの有意な低下と関連し（HR: 0.91, 95%CI: 

0.83–0.99）、男性では同様の傾向はみられたが有意な関連は見られなかった（HR: 0.93, 95%CI: 0.86–1.01）。

一方、Responsivenessは男女ともにCVD死亡との有意な関連を示さなかった。四群の解析では、Quick 

accomplishmentおよびResponsivenessの両特性を併せ持つ群では、男性において有意なリスク低下が認められ

（HR: 0.88, 95%CI: 0.78–0.99）、女性では同様の傾向はあったものの有意ではなかった（HR: 0.92, 95%CI: 

0.80–1.05）。年齢層別解析では、両者を有する60–79歳の男性において、CVD死亡リスクの低下が顕著であった

（HR: 0.83, 95%CI: 0.72–0.96）。女性では年齢による影響の差はみられなかった。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

本研究により、Quick accomplishmentおよびResponsivenessは、循環器疾患による死亡リスクの低下と関連する可

能性が示された。この関連は性別・年齢層で異なることが示唆され、男性、特に、60-79歳の高齢者でより顕著で

あった。 

 

 




